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物質の性質
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問1 一定量の水に硝酸カリウムを溶かした水溶液を、ゆっくりと冷却していく実験を行います。このとき、水溶液の中に結晶が現
れ始めるのはどのようなタイミングですか。溶解度と溶質の質量の関係に着目して、最も適切な説明を選びなさい。 （2024年　島根

公立入試　類似）

1.  水溶液の温度が下がり、溶けて
いる溶質の質量がその温度におけ
る溶解度と等しくなったとき

2.  水溶液の温度が20度や60度な
どの特定の一定温度に達したとき

3.  冷却によって水の質量が減少
し、溶けている溶質の割合が相対
的に増加したとき

4.  溶けている溶質の質量が、水の
質量と同じになったとき

問2 60度の水100gに塩化ナトリウム35gを加えてすべて溶かした水溶液があります。この水溶液の質量パーセント濃度として適切
な数値を、小数第2位を四捨五入して答えなさい。 （2017年　高知公立入試　類似）

1.  25.9% 2.  35.0% 3.  26.0% 4.  74.1%

問3 液体を加熱していき、液体の内部からも気体が発生して状態変化が起こるときの温度を何といいますか。 （2018年　群馬公立入試　類似）

1.  融点 2.  沸点 3.  密度 4.  溶解度

問4 物質が同一の素材でできているかどうかを調べるとき、質量と体積の関係に注目します。同じ種類の物質において、質量と体
積の間にはどのような関係が成り立ちますか。 （2016年　佐賀公立入試　類似）

1.  質量と体積は比例の関係にある 2.  質量と体積は反比例の関係にあ
る

3.  体積が増えても質量は常に一定
である

4.  質量は体積の2乗に比例する

問5 加熱を止める前にガラス管を液体から抜かなかった場合、液体が逆流して試験管が割れることがあります。この現象が起こる
理由を、理科の原理に基づいて説明したものとして適切なものはどれですか。 （2016年　大分公立入試　類似）

1.  加熱を止めると試験管内の気体
が冷えて収縮し、内部の気圧が周
囲の気圧より低くなることで、外
側の液体が吸い込まれるため。

2.  加熱を止めると試験管内の気体
が急激に膨張し、内部の気圧が周
囲の気圧より高くなることで、液
体を引き寄せる力が働くため。

3.  加熱を止めた瞬間に試験管内に
真空の部分ができ、そこへ向かっ
て石灰水が蒸発しながら移動しよ
うとするため。

4.  加熱を止めるとガラス管の先端
が冷やされ、毛細管現象によって
液体が重力に逆らって吸い上げら
れるため。

問6 一定量の水に物質を溶かした水溶液を冷却した際に、固体（結晶）が析出してくる理由として最も適切な説明はどれですか。
（2019年　秋田公立入試　類似）

1.  冷却によって水の質量が減少
し、溶質を溶かしておくことがで
きなくなるため。

2.  冷却によって物質の溶解度が小
さくなり、溶けていられる限界の
質量が溶質の質量を下回るため。

3.  冷却によって溶質の粒子が互い
に結びつきやすくなり、溶解度が
急激に上昇するため。

4.  冷却によって水溶液の密度が変
化し、溶質が水分子を押し出すよ
うにして外へ出るため。

問7 メスシリンダーに50.0立方センチメートルの水が入っている。ここに、質量8.1グラムの円柱Aを入れると水面が53.0立方セン
チメートルになり、質量13.5グラムの円柱Bを入れると水面が55.0立方センチメートルになった。さらに、質量17.8グラムの
円柱Cを入れると水面が52.0立方センチメートルになった。円柱A、B、Cを構成する物質の種類は何種類か。 （2023年　富山公立入試　

類似）

1.  1種類 2.  2種類 3.  3種類 4.  4種類

問8 ある純物質の固体を一定の強さの火で加熱し続け、その温度変化を記録しました。加熱時間とともに温度が上昇しましたが、
途中で温度が一定に保たれる水平な区間が2箇所観察されました。この現象と物質の状態について正しく説明しているものはど
れですか。 （2018年　京都公立入試　類似）

1.  1箇所目の水平な区間では固体
が液体に、2箇所目では液体が気
体に変化しており、状態変化に熱
が使われている。

2.  混合物を加熱したため、それぞ
れの成分が沸騰するタイミングで
別々に水平な区間が現れている。

3.  2箇所の水平な区間は、物質の
粒子が最も広く分散して激しく飛
び回っている状態のときのみ現れ
る。

4.  1箇所目の水平な区間では粒子
が不規則に密集し、2箇所目では
粒子が規則正しく配列した状態に
変化している。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
水溶液の温度が下がり、溶けている溶質
の質量がその温度における溶解度と等し
くなったとき

水溶液を冷却していくと、その温度における溶解度（溶かすことができる限界の質量）が徐々に小
さくなっていきます。冷却を続け、もともと溶けていた溶質の質量が、その温度での溶解度の値と
一致した瞬間に水溶液は飽和状態となります。そこからさらにわずかでも温度が下がると、溶解度
が溶質の質量を下回るため、溶けきれなくなった分が結晶として析出し始めます。

問2 答え 1
25.9%

溶液の質量は、溶質の35gと溶媒の100gを足した135gになります。この「溶液」の質量に対する
「溶質」の質量の割合を求めるため、35 ÷ 135 × 100 を計算すると、約25.925...となります。
問題の指示通り小数第2位を四捨五入すると、25.9%となります。分母を溶媒の質量（100g）のみ
にして計算しないよう注意が必要です。

問3 答え 2
沸点

液体が沸騰して気体に変化するときの一定の温度を沸点といいます。物質の種類によって決まって
いるため、物質を区別する際の手がかりとして利用されます。

問4 答え 1
質量と体積は比例の関係にある

物質の種類が同じであれば、体積が2倍、3倍になると質量も2倍、3倍になるという性質がありま
す。この関係を比例と呼び、グラフに表すと原点を通る一直線になります。この性質を利用するこ
とで、異なる形状の物体が同じ物質からできているかを判断することが可能です。

問5 答え 1
加熱を止めると試験管内の気体が冷えて
収縮し、内部の気圧が周囲の気圧より低
くなることで、外側の液体が吸い込まれ
るため。

気体は温度が下がると体積が収縮する性質があります。加熱を止めると、密閉に近い状態の試験管
内の気圧が外気圧よりも低くなるため、その気圧差によって外側にある液体が試験管内部へと押し
込まれます。これが逆流の原理であり、高温の試験管に冷たい液体が触れることで破損を招きま
す。

問6 答え 2
冷却によって物質の溶解度が小さくな
り、溶けていられる限界の質量が溶質の
質量を下回るため。

多くの固体物質は、水の温度が下がるほど溶解度（一定量の水に溶ける最大質量）が減少する性質
を持っています。水溶液を冷却し、その温度における溶解度が、すでに溶けている溶質の質量より
も小さくなったとき、溶けきれなくなった分の物質が結晶として現れます。

問7 答え 2
2種類

円柱Aの密度は 8.1 ÷ (53.0 - 50.0) = 2.7g/cm³、円柱Bの密度は 13.5 ÷ (55.0 - 50.0) =
2.7g/cm³ となり、AとBは密度が等しいため同一の物質であると判断できる。一方、円柱Cの密度
は 17.8 ÷ (52.0 - 50.0) = 8.9g/cm³ となり、AやBとは異なる物質である。したがって、物質の
種類は2種類である。

問8 答え 1
1箇所目の水平な区間では固体が液体
に、2箇所目では液体が気体に変化して
おり、状態変化に熱が使われている。

純物質を加熱すると、融点と沸点において状態変化が起こります。このとき、加えられた熱エネル
ギーが状態変化（粒子の結びつきを断ち切ること）に使われるため、加熱を続けていても温度が一
定に保たれる水平な区間が生じます。1箇所目は融解、2箇所目は沸騰を示しています。粒子のモデ
ルで考えると、規則正しい配列（固体）から密集した不規則な配列（液体）、そして広く分散した
配列（気体）へと変化していきます。


